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研　究　計　画　書
〔大学院　通信教育課程〕
	氏 名
	
	専攻分野
	
	指導教員
	


Ⅰ　研究課題
Ⅱ　研究課題に関する背景
（何故、上記の研究課題に取り組みたいのか、その背景について簡潔に記載してください。）
Ⅲ　研究目的
（何をどこまで明らかにしようとしているか、研究の特色・独創的な点は何かについて簡潔に記載してください。）
Ⅳ　研究方法（概略）
（対象、研究のデザイン、評価方法など。臨床研究は、ヘルシンキ宣言に準拠すること。）
Ⅴ　期待される研究成果
（どのような研究成果が期待されるか。研究の成果はどんな意義があるか等について簡潔に記載してください。）
研　究　計　画　書
〔大学院　通信教育課程〕
	氏 名
	明治　太郎
	専攻分野
	伝統鍼灸学
	指導教員
	篠原昭二 教授


Ⅰ　研究課題
「経絡学説における絡脈の臨床的意義に関する文献学的研究」

Ⅱ　研究課題に関する背景
（何故、上記の研究課題に取り組みたいのか、その背景について簡潔に記載してください。）
経絡の科学的研究は、遅々として進んでいない。その実体を解明することは、さらにヒトの研究が進まなければ困難であると思われる。しかし、実地臨床の中では、臨床効果を神経理論でもって説明するには困難な現象をしばしば経験する。そうした不可思議な現象の説明には経絡学説は極めて有用である。そうしたことから経絡の臨床的意義に関する文献学的研究を進めることは、経絡の科学的研究を促進する上においても意義がある。しかしながら、経脈についての研究はある程度進んでいるものの、絡脈の臨床的意義に関する文献学的研究についてはほとんど行われていない。

Ⅲ　研究目的
（何をどこまで明らかにしようとしているか、研究の特色・独創的な点は何かについて簡潔に記載してください。）
【目　的】鍼灸医学において、経絡は診断および治療の両面で切り離すことが出来ない重要な概念である。しかし、経脈病証や経筋病証については、近年種々の研究報告が行われる様になってきたが、絡脈については、不明な点が多い。そこで、国内外および古典文献に占める絡脈の臨床的意義について明らかにすることを目的とする。
【独創性】これまで絡脈の病証、診断から治療における意義について明らかにした研究はほとんど見当たらない。一方、絡脈の病証は臓腑病と経脈病証との狭間で曖昧に扱われてきた傾向がある。本研究では、その部分に焦点を当てて、明らかにするものである。
Ⅳ　研究方法（概略）
（対象、研究のデザイン、評価方法など。臨床研究は、ヘルシンキ宣言に準拠すること。）
【対象】書籍、論文などの文献
【方法】

　（１）文献研究が中心である。

　（２）我が国における鍼灸臨床関連図書の中で、絡脈に関する記述を可能な限り網羅し、その意義と出典を明らかにする。
　（３）ついで、中医学等の海外の書籍、論文へと調査対象を広げ、絡脈に関する記述を調査するとともに、出典を明らかにし、古典文献の記述と照合しつつ、その意義について考察する
　（４）調査し得た内容から、絡脈の診断的意義と治療的運用について検討し、「絡脈病証」として定義づけするとともに、臓腑病、経脈病、経筋病との違いや特徴について明らかにする。

　（５）可能であれば、附属鍼灸センター等における臨床症例から、絡脈病証に関する診断と治療への応用を模索する。
Ⅴ　期待される研究成果
（どのような研究成果が期待されるか。研究の成果はどんな意義があるか等について簡潔に記載してください。）
（１）絡脈の病証という新たな経絡概念について明らかにすることが出来る。
（２）絡脈の診断と治療法を明らかにすることが出来る。
（３）従来の臨床にさらに有効な治療法を付加しうる可能性がある。
（４）これまで不十分であった経絡概念を補足することが可能となる。
研　究　計　画　書
〔大学院　通信教育課程〕
	氏 名
	明治　花子
	専攻分野
	基礎鍼灸医学
	指導教員
	角谷英治 教授


Ⅰ　研究課題
「刺鍼手技の生体反応に及ぼす効果に関する基礎的研究‐末梢循環改善に効果的な手技は何か」

Ⅱ　研究課題に関する背景
（何故、上記の研究課題に取り組みたいのか、その背景について簡潔に記載してください。）
我が国の鍼灸臨床においては、刺鍼手技は臨床効果を得る上で極めて重要である。しかしながら、刺鍼手技の生体に及ぼす効果については科学的な検討は極めて少ない。刺鍼手技についは、文献的には九刺・十二刺・五刺等が体表的である。また、我が国においては杉山真伝流が伝えられている。さらには打鍼法の刺鍼法も伝えられている。こうした多岐にわたる刺鍼技術は、症状や病態に応じて使い分けられているが、その科学的研究はほとんどない。そのために刺鍼技術学として発展することなく、いまだ経験の中に留まっている。そのことを打開し、刺鍼技術学を構築するには、科学的評価手法による検討が必要である。

Ⅲ　研究目的
（何をどこまで明らかにしようとしているか、研究の特色・独創的な点は何かについて簡潔に記載してください。）
【目的】どのような病態にどのような刺鍼手技を用いるかについは、古典には記されているが、その科学的根拠に関する基礎的研究は極めて少ない。鍼灸技術学が科学的根拠に基づいて体系化されることは、鍼灸臨床の発展においては不可欠である。

そこで、本研究では、末梢循環の改善に効果的な刺鍼手技はどのような手技化を明らかにすることを目的とする。
【独創性】刺鍼手技の生体に及ぼす効果を客観的に評価することにより、より効果的な鍼灸臨床ができるようになる。
Ⅳ　研究方法（概略）
（対象、研究のデザイン、評価方法など。臨床研究は、ヘルシンキ宣言に準拠すること。）
【対象】健康成人5名～10名

【方法】

（１）研究デザインはクロスオーバデザインとする。

（２）刺鍼手技は、置鍼術、雀啄置鍼術の２手技とする。

　　　手技の順序は、ランダム化する。刺激時間は10分間とする。

　　　雀啄置鍼の場合、雀啄術Ⅰ分間行い、その後９分間は置鍼とする。

　　　刺鍼深度は、筋膜に達する深さとする。

（３）刺激部位は、三陰交、太溪とする。

（４）指標は皮膚血流量と皮膚温とする。

（５）測定機器は、レーザー血流計、サーモグラフィへ装置
Ⅴ　期待される研究成果
（どのような研究成果が期待されるか。研究の成果はどんな意義があるか等について簡潔に記載してください。）
（１）末梢循環を改善するのに適切な刺鍼手技を明らかにすることができる。

（２）冷え症などの臨床に応用できる。

（３）科学的な根拠に基づいた鍼灸技術学の構築に寄与できる。
研　究　計　画　書
〔大学院　通信教育課程〕
	氏 名
	明治　次郎
	専攻分野
	臨床鍼灸学
	指導教員
	越智准教授


Ⅰ　研究課題
「鍼治療の臨床試験に用いられているシャム鍼、あるいはプラシーボ鍼の生体に及ぼす影響に関する基礎的研究」
Ⅱ　研究課題に関する背景
（何故、上記の研究課題に取り組みたいのか、その背景について簡潔に記載してください。）
鍼治療の臨床的効果を明らかにするには、RCTによる臨床試験により高いエビデンスを得ることができるとされ、RCTによる鍼の臨床研究が勧められている。これまで行われてきた諸外国の臨床試験では、真の鍼治療とシャム鍼による鍼治療では臨床的に差がないとされ、鍼治療の効果はプラセボー効果ではないかと主張されている。

しかしながら、シャム鍼とされている鍼治療法は、我が国の鍼治療の特色の一つでもある治療法(細い鍼による浅い刺入)と考えられる。当然ながら、真の鍼治療とシャム鍼による鍼治療では臨床的に差がなく、共に効果的であるということとして捉えられる。

従って、これまでシャム鍼とされてきた根拠についての検討が必要であるが、その点についての研究は少なく、そのために鍼治療の臨床的効果に関して多くの誤った考察が展開されていることから、その基礎的研究が必要であると考えた。
Ⅲ　研究目的
（何をどこまで明らかにしようとしているか、研究の特色・独創的な点は何かについて簡潔に記載してください。）
【目的】真の鍼治療とシャム鍼による鍼治療では臨床的に差がないとされているが、そのことを検討するために真の鍼とシャム鍼の生体に及ぼす影響を明らかにする。
【独創性】鍼治療の効果はプラセボーとする論調が展開されているが、そのことは根本的に誤りであること明確にするためには、シャム鍼、あるいはプラセボー鍼と真の鍼との生体に及ぼす影響を比較検討しなければならない。本研究は、その点を明らかにするものである。

Ⅳ　研究方法（概略）
（対象、研究のデザイン、評価方法など。臨床研究は、ヘルシンキ宣言に準拠すること。）
【対象】健康成人5名～10名

【方法】

（１）研究デザインはクロスオーバデザインとする。

（２）鍼は、臨床的に使用している鍼、シャム鍼(ストレイトバーガー)、プラセボー鍼(高倉らの開発した鍼)を用いる。
（３）刺激部位は、上腕内側中央部とする。

（４）指標は、客観的な指標(心拍数、呼吸曲線、皮膚血流量、SSR、発汗などの自律神経機能に関する指標)と主観的な指標(真の鍼とシャム鍼の判別など、響きの有無、刺鍼時の感覚など)とする。 

（５）測定機器は、ポリグラフ、レーザドプラー血流計、発汗計

Ⅴ　期待される研究成果
（どのような研究成果が期待されるか。研究の成果はどんな意義があるか等について簡潔に記載してください。）
（１）真の鍼もシャム鍼も一定の生体に影響を及ぼすことが明らかになれば、シャム鍼治療としての定義を変える必要がある。
（２）プラシーボ―鍼の使用により、鍼の臨床試験において二重盲ができるのかを明らかにすることができる。
（３）上記の検討から、鍼治療の臨床試験に適した方法を検討することができる。
研　究　計　画　書
〔大学院　通信教育課程〕
	氏 名
	明治　一郎
	専攻分野
	ヘルスサイエンス

鍼灸学
	指導教員
	矢野教授


Ⅰ　研究課題
「主観的健康感と東洋医学的な健康評価及び他の評価との関連性に関する調査研究」
Ⅱ　研究課題に関する背景
（何故、上記の研究課題に取り組みたいのか、その背景について簡潔に記載してください。）
近年、健康度を評価する場合、客観的な指標だけではなく、主観的な健康感が重視されている。一方、東洋医学の問診項目による健康評価は、いわゆる健康成人においては体質評価として利用されてきた。しかし、東洋医学の問診項目も全体的に心身の健康度を評価する指標になるものと考えられるが、そうしたことに関する研究は少ない。その点を他の評価指標と総合的に検討し、明らかにすることは、健康プログラムの開発にも有用であることからヘルスサイエンスの分野では価値があるものと考える。
Ⅲ　研究目的
（何をどこまで明らかにしようとしているか、研究の特色・独創的な点は何かについて簡潔に記載してください。）
【目的】東洋医学の問診項目は、心身全体の健康レベルを総合的に把握するのに適しているか否かを主観的健康感と他の健康指標とを総合的に解析することによって明らかにする。

【独創性】東洋医学の問診項目は、単に病証を判定するためのものではなく、健康レベルを評価することにおいても有用であることを明らからにする点にある。有用であるとすれば、健康プログラムの開発にも繋がる。
Ⅳ　研究方法（概略）
（対象、研究のデザイン、評価方法など。臨床研究は、ヘルシンキ宣言に準拠すること。）
【対象】成人男女500名程度

【方法】

（１）調査は、下記の評価を行う。
　①主観的健康感の評価　

　　VASにより評価

　②東洋医学的問診票

東洋医学の健康調査票（OHQ57，MOS）
③自己評価疲労スケール（疲労度）

④GHQ-12(ストレス度)，  
（２）解析方法

　　解析は、単純集計、クロス集計、多変量解析(重回帰分析、因子分析など)
Ⅴ　期待される研究成果
（どのような研究成果が期待されるか。研究の成果はどんな意義があるか等について簡潔に記載してください。）
（１）東洋医学的な問診項目が、健康評価指標として使用できる。
（２）健康評価の分野において、新しい評価票として使用できるとともに個人に適した健康プログラムを作成する上でも有用となる。
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